
農業委員会は、農業・農村の健全な発展のために、優良農地の確保と有効利用や農地利用の集積・集約化、新
規参入の促進等の役割を担っています。農地や農業者年金については、農業委員会にご相談ください。 

 

＊中立委員とは、農業委員会法に基づいた農業に利害関係のない委員です 

 

 

   集積化 

第 24 期飯田市農業委員会の農業委員並びに農地利用最適化推進委員が決定しました。 

（任期 令和 2 年７月 20 日～令和 5 年７月 19 日） 

 

協議会等 農 業 委 員 農地利用最適化推進委員 

第 1 地区 

協議会 

氏 名 居住地区 氏名 担当地区 

本田 武司 飯田 酒井 多恵子 飯田 

本庄 良雄 座光寺 櫛󠄁原 文夫 座光寺 

（農業委員会会長職務代理者）   （第１地区協議会長）   

髙田 清人 上郷 篠田 明文 上郷 

  （農業委員会会長）   （農地利用最適化推進委員会委員長)   

第 2 地区 

協議会 

塩澤 光宏 山本 島岡 勝 山本 

遠山 幸江 山本 田中 嗣久 山本 

木下 勝義 伊賀良 矢澤 邦穂 伊賀良 

    新實 善一 伊賀良 

小林 秀夫 鼎 倉田 広美 鼎 

  （第 2 地区協議会長）       

第 3 地区 

協議会 

森本 利郎 松尾 宮島 千奈美 松尾 

今村 悦夫 竜丘 木下 淳 竜丘 

塩澤 美紀夫 川路 関島 正憲 川路 

（第 3 地区協議会長）   （農地利用最適化推進委員会副委員長）   

宮崎 光由 三穂 坂巻 吉光 三穂 

第 4 地区 

協議会 

宮脇 耕平 下久堅 橋爪 智則 下久堅 

    （第 4 地区協議会長）   

岡島 ゆみ子 下久堅 滝澤 静男 下久堅 

斉藤 寛武 上久堅 髙橋 渉 上久堅 

福澤 秀則 千代 清水 政彦 千代 

大原 陽一 龍江 松尾 寿 龍江 

山﨑 敏廣 上村 前島 和英 上村 

山﨑 幸人 南信濃 針間 道夫 南信濃 

中立委員  原 重一 伊賀良     

 
＊農業委員の居住地区は、参考のための表記で、担当地区を特定するものではありません。 

飯田市農業委員会事務局 ℡ 0265-21-3219 
 



「大豆栽培圃場巡回指導会」       

  

 

 

 

  

      

     

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

        （上久堅地区）               （三穂地区）                （川路地区） 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 農作物自然災害等に関する飯田市農業情報メールをご活用ください 
 

9 月は台風の季節です。自然災害等にいち早く対応し被害を最小限に食い止めるため、飯田市では農業に関する緊急情報
のメール配信サービスを行っています。ぜひご利用ください！ 

★登録方法★  

・手順 1 携帯電話、スマートフォン、またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信してください。 

        （題名や本文を入力する必要はありません） 

農作物自然災害情報(凍霜害、台風等) 
農作物等被害対策情報 など t-iida@sg-m.jp 

・手順 2 メールが自動返信されますので、返信されたメールに記載されている登録用ホームページ 

アドレス（URL）をクリックしてください。 

・手順 3 ガイダンスに従って利用登録をしてください。（登録完了）        ■登録用 QRコード■ 

                                        

☆登録上の注意☆                                 

※携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、 

＠city.iida.nagano.jp を受信したいメールドメインに登録してください。 

※メール着信時の携帯端末等通信料は、利用者負担になります。 

    ◎問い合わせ先  飯田市役所 農業課 生産振興係  TEL0265-21-3217 
 

飯田市農業振興センターでは、遊休農地の抑制を目的として大豆栽培を推奨しています。 

８月７日（金）、飯田下伊那地域で大豆「つぶほまれ」の栽培拡大と商品開発を目的に民間企業・Ｎ

ＰＯ・行政等で組織する「つぶほまれ栽培・加工研究会」と連携し、巡回指導会を実施しました。 

当日は、南信州農業農村支援センター、旭松食品㈱、飯田市農業振興センター、南信州・飯田産業セ

ンターの担当者が、約 15 圃場を巡回、生育状況や病害虫を確認し、今後の栽培や防除などの指導を行

いました。今年は長雨の影響で生育は、例年より遅れておりカメムシの発生が多数見られ、今後、防除

等の管理が重要となります。     
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